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北海道における牛群の産乳量に影響を  

及ぼす遺伝的並びに環境的要因について＊   
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AveragesHerdMilkProductionofHoIsteininHokkaido＊  
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and Takatslユg11MITSUMロTO＊■  

要  約  

本研究では，牛群平均産乳量に影響する要因を分析し，さらに．牛群の生産性の変化と年群  

検定との関嘩性について検計した。牛群平均産乳量は，北乳検に集積きれた1975年4月から  

1982年3月までに分娩したホルスタイン種雌牛の産乳記録を用木．牛群こ七iこ各分娩年産で平  

均した値である。壷乳形質とし．305日2回搾乳の乳量，乳脂量．乳脂率及び乳円価の成年換  

算補正値を用いた。種雄牛評価値は，19椚年3月までに乳期を完了した初産牛の記録から  

ETAとして推定した。年群平均種雄牛ETAは．反復率50％以上のETÅを各年度で平均  

した値である。牛群平均廣乳象に影響を及ばす効果を分析するには．牛群サイズ．分娩年度及  

び乱倫への加入年取さらに各年群の初産牛の占める比率と種雄牛ETAを持つ記録の比率及  

び平均種鮭牛ETAを含めた数学モデルを当てはめ，共分散分析を行なった。   

結果は，次の通りである。1）乳量．乳脂量及び乳円価の牛群平均は，牛群サイズが大きい  

ほど高いレベルで推移する傾向にあった。それに射し．乳脂率の牛群平均はて瀕少傾向を示し  

た。2）牛君検克をより早く実施した牛群ほど高い牛群平均産乳蟄を示した。a）牛群平均乳量，  

乳脂羞及び乳円価ほ，分娩年度の進度め進行に伴い増加する債向にあった軋1979年慶頃にわ  

ずかな減少が認められた。4）牛群平均種雄牛ETAにおける年度当りの遺伝的改良豊，乳軋  

乳脂率及び乳円価について，それぞれ，13kg，0．6k臥0．02彪及びユ340であった。5）半群平  

均種雄牛ETAに対する牛群平均産乳景の偏回帰係数は．すべて正の値が推定され牛群の産  

乳蟄を増加させる方向に作用した。   
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率の遺伝的な評価値を牛群平均として考察した場合，  

牛群の遺伝的差が小さいことを示した。   

北海道における牛群検定事業は，発足して以来10年  

近くカi饉過したが，その間の検定農家数の増加は著し  

いものがある。一方，牛群検定の有益性についての報  

告2・】3〉もあるが．北海道において実際に調書分析をし  

た例は．少ない。本研究では、，北海道における牛群平  

均産乳量の現状を把握し，それに影著する各種の要因  

を検討することを主な目的とLた。さらに，牛群の生  

産性の向上と牛群検定との関連性についても考案を加  
えた。  

材料及び方法  

データは，北海道乳牛検定協会（北軋換）に集積さ  

れた1g75年4月から1982年3月までに分娩したホル  

スタイン種雌牛の産乳記録628，877から算出した36，ロ59  

偶の牛群平均産乳量である。牛群平均産乳量とは，各  

年の4月から翌年の3月までに分娩した雌牛の名産乳  

形質を牛群どとに平均したものである。これに凍って  

牛群検定を行な1ている8，610戸の牛磨から，7年間  

延べ36、05g個の年群平均産乳皇が得られた。分析に用  

いた牛群の基本的資料は，衷1．に示した。使用した産  

乳形質は，毎月1回の立会検定記録から推定Lた3β5  

日2回搾乳の乳量．乳脂軋乳脂率及び乳円価を成年  

換算補正川したものである（ただし，搾乳期間が3他  

日に凄Lていなくとも，か拍日以上の記録については．  

正常に乳期が終アLたものとして，データ捌口えた）。  

ここで，乳円価は，乳脂率3，2％巻雲単に乳価格を  

弧07円／kgとし．乳脂率が0．1％変化するどとに．1  

円ノkgづつ加減されるものとして算出された値である。  

すなわち，次のようにぢる；  

（乳円価）＝5臥07（乳宜）十川00（乳脂董）  

緒  論  

乳用牛め能力検定事業峠，牛郡全体の生産性の向上  

及び経営全体の改善を主な目的としているl）6生産性  

の高い酪農経営の確立ほ対して，牛群検定の情報に基  

づく種雄牛評価値によって逮抜されたAl種雄牛め遺  

伝的改良に対する効果は極めて大きいZ・1射．牛群全体  

の生産性は，このような遺伝的要因の影響だけでなく，  

乳牛の飼料給与，阿寒管理技術及び繁殖管理技術など  

広範な環境的要因の影響も認められる。す登わち、生  

産性（産乳雇）に影響する愛国の中でも，環境的要因  

である牛群効果は，その影帯が大きいとされていが】。   

一方，牛群平均産乳量の変動も顕著ほ詠められるが，  

そ沿変動が生じろ原因については明檻に説明されてい  

ない状況忙ある4・㌔ しかしながら，牛群の平均産乳  

量に影野を及ぼす要因を種々検許することは，各農家  

（牛群〉の純収益を増加させ．その経営を安定させる  

ための重要な情報となるであろう。   

産風塵に対Lて大きな影響を示す環境効果の中でも．  

掛こ影響の度合の大書いものは，飼養管理の差違であ  

るとする報告があるせt7・8I。それに対し，年群平均産  

乳崖忙影響を及ぼす環境的要因についての研究ヰ】によ  

れば．最も大きな効果は，濃厚飼料給与の効果であっ  

た。   

また，牛群平均産乳量に影響を及ぼす遺伝釣要因に  

ついての報告も多くなされた。SptKE とF駆EM▲N8〉  

は，牛群平均産乳量における遺伝的分散か 牛群内の  

遺伝的血縁関係と名牛群で特有な選抜基準により生じ  

るものであると報告した。SpIKEと恥EEMAⅣ川や  

Mo別LLOとLEGAT怒11）ほ，乳蛮における牛群間の分  

散の糾0％を遺伝的な差として説明しうることを報告  

した。さらほ，激打AE和ら甜は∴雌牛の乳量と乳脂  

T8ble】．Numb（∋rOf∝〉WS．reCOrds，heirers，reCOrd8With  
Sireproわr，andh¢rdsby血1vir王gy組r．  

Y色且r⊂〉ゴcalving  

1975 1976 1977 1978 1979 1988 1′981  

Cows   

Records   

Heifers  

Record＄With   
5irepro8f  

Herds  

28425 40485 58766 8206g ll12ほ141793164848  

2糾38 40520 58833 a2213111450142094 i651；狩 628677  

58碧9 8邪51271018231 256貼 31064 3758513935（）   

26308 37656 545≦〉4 7β129103784 132487 153324 584282   

2670 3276 4088 4844  60q8  7101 80め 急6059  
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牛群数と，各牛群サイズに属する牛群数の比率を分娩  

年直別に示した。1－10記録を有する牛酪は，1975年  

度分娩で全体の58．20彪を占め，51記録以上を有する  

年群は，0．2欄であった。しかし，1gB1年鹿分娩では，  

前者の牛群の占める比率が20．06％に減少し，後者で  

1．14％に上昇した。衰3には．各々如分娩年度におけ  

る牛群数とその比率及び平均年群サイズを加入年度別  

に示した。年群検定は約2，600戸の年群によって開始  

され，その後は毎年715戸から1，224戸の年詳か乳検  

へ加入した。このように．検定牛群数の急激な増加に  

ょって，当初から加入している1975年度や1976年鹿  

加入の牛群が占める割合は．急激な減少を示した仁一平  

均牛群サイズは，加入初年度から次年度にかけて著し  

く増加したが．その後は，分娩年度を通して徐々に増  

加した。すなわち，牛群サイズば，分娩年度に対して  

増加する傾向を示したが，各年群内の検定率が判明し  

ていないことから，実掛こ農家の経営規模か大型化し  

ていると安易に判断されるものではない。   

このような推移を示す牛群において，その年群平均  

産乳量と分娩年度，加入年度及び牛群サイズとの関連  

性を検討した。図1には．ヰ癖サイズ別に牛群平均産  

乳量の分娩年度に対する推移を示した七乳量は．1975  

Table2．Nlユmbero一九erdsandit占perCenta那  
byherdBizeandcaIvingyear．  

種雄牛評価値を算出するのに用いたデータは．1982  

3月までに分娩した初産年の成牛換算補正記録129，6Dl  

である。乳量と乳脂量の評価値は，Q17AAS17）らの  

MGS（MbtenmalGrandslm）モデルから鈴木が  

求めたBLUP（Bestt．irほarUnbiasedPTediction）  

解を使用した1畠）。乳脂率の評価値は，ⅨENNEpYと  

Mo乱EY川の簡略法を用いて推定した。また，乳円価  

の評価値は，前述の方法によって推定した。さらに，  

上記のようにして推定した評価値の中で，反復率50％  

以上の推定値を分析に用いた。それらの評価値は各年群  
に属する般件の種雄牛から伝達きれた遺イ云的能力とし  

て，牛群どとに各年匿で平均し，こグ〉値を牛鮮平均種  

雄牛評価値（ETA）とした。   

牛革平均産乳量は．牛群サイズで6つのクラス，分  

娩年度と加入年度で各7つのクラスに分校した。ここ  

で，分娩年度とは，各年那（こ属する雌牛が分娩した年  

度によって分類したクラスであり，加入年度とは，乳  

棒に加入し，年群検定を開始した年度で分類したクラ  

スである。   

分析にほ，以下の数学モデルを用いた：  

町御＝〟＋∫いTメ十〟鳥十机拍狛漣最知  

十肌作槻＋掛れ湖十月rノ鼻J  

ここで，   

yiノ点上；点番目加入年度のノ番目年群サイズの各農  

家において，】番目年度に分娩した雌牛の乳  

量，乳脂量．乳脂率及び乳円価の牛群平均  

値。  
〟；各形質の牛群平均の集団平均値。  

ざi：ゴ番目分娩年度の母数効果（i＝1，．．．7）．＝  

ガブ；メ番目牛群サイズの母数効果（i二1，…．6ト  

T々；点者日加入牢度の母数効果（岸＝1，…，7）コ  

拘軋ポ弼 各年群に占める初差牛の比率に対する  
一次及び二次回帰。  

Pfノ鳥J；各年群内で，種雄牛評価値が判明した  

産乳記録の比率に対する回帰。  
鋤烏／；牛群平均孝雄牛EllÅに対する回帰。  

Eij烏J；各牛群に特有な効果であり，それは  

〃（0，。三）に従う変皇効果である。   

なお．分析には．北海道大学大型計算センタ【を利  

用し，統計解析システムSASを使用Lた。  

結果及び孝察   

表2には．分娩年度と牛群サイズによって分類した  

Herd slze Year of   

Calvingl－101卜282ト3031－4841－5051＋   

N11mt）er   

1975  

柑76   

1977   

1978   

1979   

1980   

1981  

Pefcent鞘B   

1975   

1976   

1Y77 i 

1978 : 

1タ79   

1980  

1，554 818  

1，6421，D91  

1，6471．511  

1，4261．805  

1，4902．176  

1，5072，382  

1，6212，636   

222  55   

481 IO2   

673 1〔け  

1，151 346  

1，571 583  

2，119 807  

2，5051，014  
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年度から1976年度分娩にわたり大きく上昇した加」そ  

¢後は，減少傾向にあ勺た。また．牛群サイズの大き  

い群ほど明確把高い値で推移する傾向を示した。この  

ような傾向は，乳脂量と乳円価についても同様に認め  

られた。乳脂率は．牛群サイズが大きい群ほど分娩年  

産の進行に伴い減少傾向を示した。→方，牛群サイズ  

が小さい群では∴相関年度前後まで上昇を示したが．  

その後ほ，減少僚向にあった。図2には，分娩年度に  

対する牛群平均産乳量の推移を加入率産別に示した。  

乳量は．加入初年度に急激な上昇を示し，その後ほ．  

緩慢な上昇傾向にあった。またト比較的早くから年割  

T8bl鐘3，Ⅳumberofherds，p肝Cent8官やOf  
herdsい8nd aver貞節herd象i次iTl  
eacb calving yeaT and entry  
year．  

検定を行な一つている牛鮮ほど高い値で推移する傾向を   

示Lた。このような慣向は．乳脂量と乳円価について   

も同様に認められた。乳脂率は．早くから年群検定を   

行なっている牛群はど高い値を示したが．その推軌こ   

は，一定の傾向が認められなかった。  

このように，牛郡の平均産乳量は，分娩年度，加入   

年度及び牛革サイズによっても明確な善が認められ，   

これらの差は有意なものであった。そこで．それらの   

効果について，次に検討した。図3ほは，分娩年度に   

対する年群平均産乳量の最小二乗平均値を示した。い   

ずれの形質も初年度に急激な上昇を示し，その後は，   

乳嵐乳脂屠及び乳円価において1g8岬に，乳脂率で   

は．ユ9凱咋にわずかな減少が認められたことを除さ．   

徐々に卜昇する傾向にあった。すなわち，1976年鹿以   

降の環境的影響による牛群平均産乳量の上昇には．明   

らかな停滞が認められた。特に，乳軋乳脂量及び乳   

円価における1980年度の減少には，濃厚飼料費の高隋   

と牛乳の生産謁整による護摩飼料の給与制限が主要な   

原因として関連していると推察した（囲4には，牛群   

サイズに対する牛群平均産乳蔦の最′トニ栗平均債の推   

移を示した＝乳量は，牛群サイズの増大忙伴い上昇し   

た0乙の傾向は，乳脂畳と乳円価においても同様に認   

めらゎた．▲一方．乳脂率では，牛群サイズの増大に伴   

い減少傾向を示した。脱】5には，加入年度に対する年   

番平均産乳量の最小二乗平均値の推移を示し七。すべ   

ての産乳形質において，当軌急敢な減少を示すが．   

その後．一時的に減少傾向は緩慢となり（ただし，乳   

脂率は．1978年虔で一時的に上昇を示した），1979年   

度頓より、再び急激に減少した。WIGKFAMら2）は，検   

定を開鶴した当初において．酪農家の意識の高まりが   

みられ，その結果．乳生産量の大きな上昇が認められ   

たことを報告した白梅に，乳検成績が牛群の飼養管理   

や繁殖管理などに具体的に活用逼れている事例が数多  
く報告されていることから，より甲も、時期より牛群検   

定を行なっている牛紺まどこれらの情報を有益に利用   
できる環境にあ一．たものと推察される。  

次に牛群平均産乳量に及ぼす遺伝的影響について検   

討した。凶6には，分娩年度に対する牛群平均種雄牛   

RTAを牛照サイズ別に示した．，乳宜の場合，擾初の   

4，5年間は，わずかな上昇であったが，l979年慶頃よ  

り急激に上昇した。このような傾向は，乳脂立と乳円   

価におt、ても同様に認め′られた．，寧u旨率は，初納に負   

から止へ上昇し1979年度岨より城少に転．じた。また．   

6右－   

Y飽r8f  YearofentryintoHDCMRA8  

CalYまng1975197619771978197919801981  

Ntlmb患r Ofberds  

1975 2，670  

1，76 2，561  

1977 2，535  

1978 2，505  

1耶9 2，4餌  

1980 2，410  

1鍼1 2，851  
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807  

8041，206  

8飢1，1鉱1，224  

7771，1701．2181．146  

Peme飢且geOfh白rds  

1975 1（肌0  

1976  7革．221．8  

197丁  62．117．220．7  

1978  5′1．714．517．21臥7  

1979  41．311．518．813．4 弧1  

19餌  33．9 9．411．411．316．817．2  

19B1 2乱17．9 9，7 9．も14．515．114．2  

AveragQherdsiヱe  

1975  10．7  

1976  14．4 5．0  

1977 16．814．3 7．3   

柑78 19．317．91臥1 丁．7  

1979  21．419．820．219．8く10．0  

1980  22．921．021．5、22．0 21．61（】．0  

1鍼1 23．121．121．121．9 之2，9 21，4 9．7  

鼓；Hok抽ido Dairv C白帆1e丸餌1k   
R¢COrdiTl宣As＄QCiatl亡・n  
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’75  t77 ’79  ■81  

Calvin只－year  

■75 ’77 ’79 ’削  

Calv‖唱yeaT  

Herd sizピーー 1一甘一一1120，・■2130，   

－ 3140．一・4150．‾51■－  

Fig．1Meanい〕rherdaveragヒSrOrmature－eqlljvale】1t  
（MIく）TTlilk producti‖Iltraits withiTlhげ（1sizc  

on calvin2「）rear．  

皇，乳脂畠，乳脂率及び乳円価でほ．各々13kg，0■6  

kg，0．02％及び134n円であ「た。この値は，特に乳量  

において，北米より低いものであったZl・22）。しかしな  

がら，1979年産以降のみの遺伝的改良の度合は．特に  

乳量，乳脂量及び乳円価において．著しく高い値が認  

められた。このことは，1979年度頃より比較的産乳景  

の淵伝的能プノの高い種雄牛が北米から導入され始めた  

ことに起因すると推察される。蓑4には，牛群平均樺  

雄乍ETAに対する牛群平均産乱雲の偏回帰係数を十  

群サイズ別に示した。牛群平均種雄牛RTAに対する  

偏回帰係数は．いずれの形質においても正の値が推定  

され，牛群平均種雄牛ETAが，竹節平均産乳量を上  

昇のカ向に作用している要凶であること加認められた㌻  

牛群平均産乳量は，牛群サイズや加入年度で明確な差  

力i認められたが，牛群ヰ均種雄牛ETAの場合，この  

ような某は認められなかった＝ したがつて，この差ごま．   

すべての形質において，牛群平均梓雄牛HTAの変化  

パターンは，牛帯サイズの相違によ一」て明確な差が認  

められず．このことは，MoR［LLOとLEGATES11）や  

ScHAEFFER121らの報告と 一致するものであー】た‖ 図  

7には，分娩年度に対する年群ヰ均隆雄牛ET八の推  

移を加入年度別にホLた′＝乳量の場合，1979年度まで．  

その推移はほとんど変化が認められなか一〕たが，1979  

年度以降，急激な上昇傾向をホした．－この傾向は．  

乳脂量と乳円価においても同様に認められた。乳脂  

率では，1979年産まで上昇傾向を示し．それ以降，  

減少に転じた。また，すべての形質における牛群平均  

種雄牛ErrAの分娩年度に対する推移は、加入年度宜  

相達（こ上って明確な差が認められなか一」た。次に，こ  

れら牛群平均種雄牛E′rAの分娩年度に対する推移を  

年度当りの平均増加量，すなわち遺伝的改良の度合  

（（ie¶eti（－Lre11（1）とLて，凶7から貸出Lた場合，乳  
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’75 †77 ’79 ’SI  

Calvlng－year  

’7：〉 ’77  －79 ’臼1  

Calvir】g－yeaT  

Entry year 1975．－－－1976，‥1977，  
1978．・1979，1980，Q1981  

flig．2 Means uf■herd averagesror mature－equivalent  
仲川）mi】kproductiontraitswitIline】1tryyear  
OnCalving year 

浸壊的要因によるものと椎葉される。また，環境的要  

因匿よる牛捌平均産乳量の卜．昇呈には．停滞が認めら  

れる一方，で牛群平均種雄牛HTAは，牛群平均産乳量  

を上昇の方向に作用する要因であり．さらに．近年の  

上昇傾向には著しいも′のがある。特Iこ乳牛の遺伝的改  

良ほ，種雄牛経路からが大きいことから1ヨ・2J），牛群の  

平均産乳量をより高めるためには．正確なン摩雄牛評価  

値の情報を用いて，目的形質に対する種雄牛の襲枝と  

雌牛に対する交配が重要となり，新しい娘年による計  

画的年群め更新が必尊である† 

T8blセ4・part沌1rやぎr厳島ibn eO鶴ーただien臨Of  
herd average miik produ鴎ion  
traits on herd av紺色ge sire¢S長一  
matedtr8nSmiぬngability（ETA）  
vallle＄Wi仇im herd由且e．  

HerdSize   
class  Milk Fat Fat％  Y‘∋n  

110  0．65＊＊ 1．上a瑚  

1ユー20  1．24♯攣 2．Dl＊＊  

21－30 1．27★靂 2．16＃ホ  

3ユ48  1．13榊 2．8甚掌＊  

41－50  1．16戎♯ 乱05ヰ＊  

5ユ⊥  1．3a韓＊ 1．29  

1．24＊＊ Q．79＊＊  

1．43ヂ翳 1．55桝  

1．朗串 1．64＊＊  

1．謁湘 1．50榊  

2．10＊ホ 1．77輩＊  

1．09＊＊ 1．36＊攣  

倉；Milk y占n value．相pく，01．ヰp＜．恥   
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Summary  

The h息rd tes血1g〔〉r dairy℃attlモWaS【）r紳n－  

ized andoperated for thepllTp（一E；eOfobt且inimg  

a刀（1usiIlglnrormati即－On tげeedir唱a－1d man一  

江gemβ琉tin order toimprロV申theefficiencyロr  

milk produc血n．The efri亡ient milk prodllC  

tibn c且hもe accomp】i純白d byimpr椚i噌the  

genetic and environmentalf8亡tnrSinflu飢1Cing  

herdaver昭e milk pr（9du℃tiQn．   

The pu叩OBeS qf this studyaretodiscussthe  

features on herd milk prodllCLion きnd to  

discuss thesein rel如ion to herd testiTlg aれd  

古口me Otller r践CtOrS，   

A toもaloざ628．6ア71象Ctation re80rds of Hol－  

ste主ncDWSCall√1Tlg丘omAprilcさf1975b〇March  

or19鱒to be used for c8mputing a6．059 h鳶rd  

averagemilkprodlユCtionrecordswcreobtairIed  

‡rom the′data fi18S Of thセHok如二i如 D圧ify  

Cattle ReeoFdiTlg‘As鋸】Ciatj（｝n（HDCMRA） 

EachI柑rd average milk pro血diqn w網  

c（）mpt血d as the simple averqge ofl乱Ctation  

reeords of cows calvi喝frひm eVery2X385－  

MEmilkyield．ratyi8id，r包もP灯Cent及Dd milk  

yenvaluや．The milkyen v81pe w包S h亀ed on  

Trlilk price of90．07 per kg．ロf mill＜Wbich  

c（〉ntai】1ed3．2％ー（】r rat With a price diffqrentQr  

oTle yen rOr eaCh Q．1％fat．Atoぬlorlヨ乳601  

Hロ1stein firstlaごtati伽 reじOrds．c¢mpl餓糖  

termimated by Mareh pf1983，WaSuS声dtoesti－  

mate sire proofs．Bestljlrl組f Unbia8edPre－  

dietiotlSire proo∫sfor millくandねtyigld were  

obtainedbyMGSmodelasdQSCribedby勒鱒鱒  

et畠1．Further5ire proors（〉f fat p白rc虐nt and  

milk yen value were eDmputed byusing their  

milk Eind‡atyield．To e＄timatt）genetic herd  

aveFaどや．S血 proofs wiもh 50知 o方 舟Ore  

repeatablhtywereusedtり七月1印1ateもh8aVerage  

The nesul傍（）ヒ）t紐ined wer甘aS rQllows 

for cc珊■s sire 包丁A by h8rd and．year（）r  

Call・ing．   

The data rilesorh即d a柁ragemllkproせu¢－  

tiorIWereClas重iried bysixclassesofherdsi五官  

andsev即1Classeseacb ofye乱r8fcalving，and  

e触y yeart8HT〕Ch4RA・Tb8yWere amaly．zed  

byflttir唱preCenta卵Ofeows’recdrdswitbs主re  

proof．perceTltageOrheifersaI7d tlゼrd 色Ver昭e  

ror sire ETA’sInilk productionjnth8mQdel 

The resulもS Obt放ined were zIS follcIWS：   

1）fi8rds with lO orless 紬WS’re℃Ords  

decreased from 58．昂P％or the t机alnu汀iber¢f  

herdsln1975紬20．8餓in相馬l．Herds with51  

8TL（1m（〉re COWS■ rec〔汀d＄iTICre8Sed from P＿26％  

玩1975tロ1．14妬in1981 
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andmilkyenvaluein℃re且Sedinthe8arlyentry  

years，b11tdecre且Sedslightlysince1979．   

5）Annualもrend5in sire proofs for milk  

yield，fatyield．fatpercentaIldmilkyerlVallle  

Were13kg，D．6kg，0，02％andl，340．respectiveユy＿  

6）P閃itivepartialregressioncoerricientsロf  

herdavemge milkprodlユCtiononherd8Verage  

rDr Sire proofs、wet・e eStimated for allmilk  

production traitぷ．  

2）There was slgniri〔＝ant difrerence between  

herd size classes for herd aver鼠geS for milk  

yielれ rat yleld 注nd 血jlk yen 柑1ue．These  

values showed anincrease as herd E，izein－  

creased，While herd average for fat percent  

show（ヲd a redu（、tion as herd sizi）increaserl，   

3）Th与herds w】1ichbavellerdtestingrec⊂lrds  

Erom earlier entry years showed higher milk 

productionthan thelaterentry．   

4）Herd叩erageS rOr milk yle軋r且t yleld，  

鮎ぶ．血払仇血rD〔JniuりJ塵「ノク朗ノ，・β3～7∂．  
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